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平成30年7月豪雨災害での対応行動 

に関するアンケート 

ご協力のお願い 
 

この度の平成30年7月豪雨災害でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りいたします

とともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。 

さて、岡山県が設置しましたこの災害の検証委員会では、この度の災害の教訓を岡山県だ

けでなく全国に伝え、次の災害に備えるために、アンケート調査を実施することといたしま

した。特に、多くの住民がお亡くなりになられた真備地区では、小田川と高馬川の合流点付

近で６日から７日の真夜中に破堤氾濫し、氾濫水が東西方向に伝播いたしました。東方向に

向かった氾濫水は末政川の堤防で阻止され、市街地の湛水の水面上昇の結果、右岸堤防を越

えて河道に流入し、これが左岸堤防を越えて、さらに東方向に洪水氾濫が広がる結果となり

ました。このような浸水過程で、最初の破堤氾濫からおよそ７時間から８時間後に最大浸水

面積を記録したと推定されています。 

これらの浸水過程をさらに明らかにし、災害時の住民避難に資する情報を取得いたしたい

と考えております。こうしたことから、この度の豪雨で氾濫した高梁川水系全域にわたって

調査し、現場で一体何が起こったのかを明らかにして、今後に備えたいと存じます。何かと

お忙しい折に恐縮ですが、何卒ご協力をお願いする次第です。 

調査票や返信用封筒にお名前・ご住所などの記入は必要ありません。また、回答は統計的

な処理を行って取りまとめますので、個人が特定されることはございません。調査結果は岡

山県のホームページで来年３月以降に公表する予定です。 

お忙しい中、誠に勝手なお願いで恐縮ですが、趣旨にご理解を賜り、ご協力くださいます

よう宜しくお願い申し上げます。 

平成30年11月 

岡山県「平成３０年７月豪雨」災害検証委員会 

 委員長 河田 惠昭（関西大学特別任命教授） 

 

 

 

 

  

【調査実施に関するお問い合わせ】 

 岡山県危機管理課 （担当：堂本・篠原） 

 電 話：086-226-7293／ＦＡＸ：086-225-4659 
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平成30年7月豪雨災害での対応行動 

に関するアンケート 
 

 

１ 必ず、封筒の宛名ご本人様に回答をお願いいたします。 

２ 調査票や封筒に氏名・住所を記入していただく必要はありません。 

３ 回答には、濃いえんぴつか、黒または青のボールペン・万年筆をご使用ください。 

４ 回答方法は、あてはまる選択肢の番号を○で囲んでください。 

５ ご自分の意見に近い選択肢がない場合は「その他（  ）」の選択肢の番号を○で囲み、（  ）

の中にその具体的な内容をご記入ください。 

６ 設問によって回答していただく方が限られる場合があります。説明文や矢印に従ってお進み 

ください。 

すべての記入が終わりましたら、お忙しいところ恐縮ですが、 

平成３０年１２月２０日（木）までに 

同封の返信用封筒（切手不要）に入れて投函してください。 

 

まずは、あなたご自身の状況についておうかがいします。 

 

問1．現在の、あなたの年齢と性別を教えてください。 

年齢（     ）歳 性別（ 男 ・ 女 ） 

 

問2（1）．災害が発生した７月時点で、あなたを含めて同居家族は何人でしたか。 

 

 

 

（2）．災害が発生した７月時点で、あなたを含めた同居家族の中に、以下のような方々はいらっしゃ

いましたか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1．乳幼児 

2．小学生 

3．中学生 

4．高校生 

5．65歳以上の方 

6．介護・介助が必要な方 

7．妊産婦 

 

 

 

問3．災害が発生した７月時点での、あなたのご職業を教えてください（２つ以上あてはまる場合は、主

たるもの１つに○をつけてください）。 

1．給与生活者（勤めている） 

2．自営業 

3．有業主婦/主夫（臨時社員・職員、パートなど） 

4．専業主婦/主夫 

5．年金生活者 

6．無職、学生 

7．その他（         ） 

 あなたを含めて同居家族は（    ）人 

ご記入にあたってのお願い 
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問 4．現在、あなたはどちらにお住まいですか（倉敷市真備町の方は、下記から該当するものに○をつけ
てください）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※倉敷市真備町の方は、下記から該当するものに○をつけてください。（１つに○） 

1．真備町 箭田（やた） 

2．真備町 服部（はっとり） 

3．真備町 妹 （せ） 

4．真備町 尾崎（おさき） 

5．真備町 市場（いちば） 

6．真備町 有井（ありい） 

 7．真備町 岡田（おかだ） 

 8．真備町 辻田（つじた） 

 9．真備町 川辺（かわべ） 

10．真備町 下二万（しもにま） 

11．真備町 上二万（かみにま） 

12．その他（            ） 

 

問5．災害発生時には、あなたはどちらにお住まいでしたか。（１つに○） 

1．現在と同じところ 2．現在と違うところ 

 

付問：（「2．現在と違うところ」と回答した方のみ）災害発生時には、どこにお住まいでしたか。 

（倉敷市真備町の方は、下記から該当するものに○をつけてください）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※倉敷市真備町の方は、下記から該当するものに○をつけてください。（１つに○） 

1．真備町 箭田（やた） 

2．真備町 服部（はっとり） 

3．真備町 妹 （せ） 

4．真備町 尾崎（おさき） 

5．真備町 市場（いちば） 

6．真備町 有井（ありい） 

 7．真備町 岡田（おかだ） 

 8．真備町 辻田（つじた） 

 9．真備町 川辺（かわべ） 

10．真備町 下二万（しもにま） 

11．真備町 上二万（かみにま） 

12．その他（            ） 

 

  

 

町丁目・大字くらいまでお書きください 

 

 

 

          町       丁目 

〒 － 

都道
府県 

市区 
町村 

 

町丁目・大字くらいまでお書きください 

 

 

 

          町       丁目 

〒 － 

都道
府県 

市区 
町村 
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問6．現在、生活の中心として使っているお住まいは以下のどれですか。（１つに○） 

 1．持地持家 

 2．借地持家 

 3．公団・公社分譲マンション 

 4．民間分譲マンション 

 5．公団・公社賃貸住宅 

 6．県営・市町村営住宅 

 7．建設型の仮設住宅 

 8．社宅・寮 

 9．借家 

10．民間賃貸アパート・マンション 

11．その他（ ）

 

付問：現在、お住まいの住宅は「みなし仮設住宅（借り上げ住宅）」として認定されていますか。 

 （１つに○） 

1．はい 

2．いいえ（建設型の仮設住宅にお住まいの方を含む） 

3．わからない 

 

問7．災害発生時に、あなたがお住まいになっていたのは以下のどれですか。（１つに○） 

1．持地持家 

2．借地持家 

3．公団・公社分譲マンション 

4．民間分譲マンション 

5．公団・公社賃貸住宅 

 6．県営・市町村営住宅 

 7．社宅・寮 

 8．借家 

 9．民間賃貸アパート・マンション 

10．その他（ ）

 

問8．災害発生時に、あなたがお住まいになっていた家は、どのような造りですか。（１つに○） 

1．木造 

2．鉄筋コンクリート造 

3．鉄骨造 

4．その他（ ）

5．わからない 

 

  付問：その建物は何階建てですか。またマンション等の場合は何階にお住まいですか。 

 

     その建物は        階建て→（マンション等の場合は       階に住んでいた） 

 

 

問9．災害はあなたがその地域に住むようになっておおよそ何年目の出来事でしたか。 

具体的な年数をご記入ください（おおよその年数で結構です）。 

 

         おおよそ 

 

 

  

 

年目 
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問10．あなたは以下の台風・豪雨の災害を経験しましたか。それぞれの災害について、最もあてはまるも

のに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11．あなたのご家族・親せき、交流のあるご近所の方について、今回の災害発生前に、災害（台風・豪

雨以外も含む）で被災をしたことがある方はいますか。一番大きな被害を受けた方について、最も

あてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．特に被災をした人はいない 

2．被災をした人はいるがどの程度被災したのかわからない 

3．被災をしたが特に大きな被害はなかった 

4．家屋の一部に被害が生じるなどの被害を受けた 

5．家屋に大きな被害があるなどの大きな被害を受けた 

 

問12．「あなたのお住まいの地域が洪水・浸水などの水害によって避難しなければならない事態になる」

と災害発生前から思っていましたか。最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．近いうちに起きそうだと思っていた 

2．ここ10年くらいの間に起きそうだと思っていた 

3．21世紀中に起きそうだと思っていた 

4．被害を受けるような水害はたぶん起きないだろうと思っていた 

5．この地域が水害によって被害を受けるということを災害発生前には知らなかった 

 

問13．「あなたのお住まいの地域のハザードマップ（水害）」を災害発生前に見たことがありましたか。最

もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．ハザードマップ（水害）を見て、内容も覚えていた 

2．ハザードマップ（水害）を見たことはあるが、内容までは覚えていなかった 

3．ハザードマップ（水害）が存在することを知っていたが、見たことはなかった 

4．ハザードマップという言葉は知っているが、この地域にあることを知らなかった 

5．ハザードマップという言葉自体を知らなかった 

  

 家屋に大きな 
被害があった 

家屋の一部に 
被害があった 

経験したが特に 
被害はなかった 

経験 
しなかった 

①1945年(昭和20年) 9月台風 1 2 3 4 

②1954年(昭和29年) 9月台風 1 2 3 4 

③1972年(昭和47年) 7月豪雨 1 2 3 4 

④1976年(昭和51年) 9月台風 1 2 3 4 

⑤1985年(昭和60年) 6月豪雨 1 2 3 4 

⑥2011年(平成23年) 9月台風 1 2 3 4 
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問14．あなたは「災害の時の避難場所」について、災害発生前に知っていましたか。最もあてはまるもの

１つに○をつけてください。 

1．広報・ハザードマップ・訓練などで正確に知っていた 

2．「たぶんここだろう」という見当はついていた 

3．避難場所に行くことは知っていたが、避難場所がどこか知らなかった 

4．自分が避難場所に行く必要性があることを考えていなかった 

 

問15．あなたは「災害時の避難計画」を、災害発生前に立てていましたか。最もあてはまるもの１つに○

をつけてください。 

1．災害時の避難方法・避難場所について明確に決まりを作っていた 

2．計画まではなかったが、大まかな避難の場所や方法は考えていた 

3．災害時の具体的な避難方法や避難場所についてほとんど考えていなかった 

4．自分が災害時に避難する必要性があることを考えていなかった 

 

問16．あなたは「お住まいの地域での防災訓練」に災害発生前に参加したことがありましたか。最もあて

はまるもの１つに○をつけてください。 

1．ほぼ毎年のように参加していた 

2．何年かごとに参加していた 

3．参加したことはめったになく、数える程度であった 

4．参加したことがなかった 

5．地域で防災訓練を行っていること自体を知らなかった 

 

問17．あなたは、災害発生前に「災害の被災地でのボランティア活動」に参加したことがありましたか。

最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．何度も参加していた 

2．１～２回、参加したことがある 

3．参加したことがなかった 
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問18．災害発生前、あなたの家で、地震や水害などの災害に対する備えとして実行されていたものはあり

ますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 1．消火器や水をはったバケツを準備している 

 2．いつも風呂の水をためおきしている 

 3．携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している 

 4．非常持ち出し用衣類、毛布などを準備している 

 5．貴重品などをすぐ持ち出せるように準備している 

 

 6．災害発生時に自分がどのような具体的行動を取るべきか考えている 

 7．応急手当やＡＥＤ（心停止時に使う緊急器具）の使用法を知っている 

 8．近くの学校や公園など避難する場所を決めている 

 9．避難場所までの安全な避難経路を考えている 

10．家族との連絡方法などを決めている 

 

11．町内会・自治会等での災害対応における役割を担っている 

12．近所の高齢者・要支援者の存在を把握している 

13．生き埋め者の救助・救出に必要な資機材を用意している 

14．防災訓練に積極的に参加している 

15．災害時の助け合いができることも考えて、近所づきあいをしている 

 

16．食料や飲料水を準備している 

17．電気・水道・ガスなどのライフラインが停止した場合の備えをしている 

18．自分や家族の健康が悪化したときの、通院・入院先を取り決めている 

19．家が壊れた際の、避難所以外の仮住まいの場所を決めている 

20．災害時の助け合いができることも考えて、親せきづきあいをしている 

 

21．耐震診断を行い、自分の家の危険度を把握している 

22．自分の家の耐震性を高くしている 

23．ブロック塀を点検し、倒壊を防止している 

24．家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している 

25．地域ハザードマップを家の中で掲示している 

 

26．地震保険・建物更生共済等に入っている 

27．一時的な生活資金が必要な場合の備えをしている 

28．被災（り災）証明書の必要性について理解している 

29．災害が仕事（仕事場）に影響したときの対策を考えている 

30．仮住まいが長期にわたる際の、疎開先・移転先について考えている 

 

31．あてはまるものはない 
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河川が氾濫する直前、７月６日(金)の夜、大雨が降り、 

その中で「大雨特別警報」が発表された時のあなたの状況について教えてください。 

 

問19．大雨特別警報が発表された時（7月6日(金)夜）あなたはどちらにおられましたか。 

（2）.雨の状況はどのような感じでしたか（１つに○）  

1．雨は降っていなかった 

2．それほど激しくなかった 

3．そこそこ強い雨だった 

4．非常に激しく降っていた 

5．尋常ではない雨だと思った 

6．雨の状況を見ていなかった 

7．わからない・覚えていない 

8．その他（ ） 

 

 

 

 

問20．大雨特別警報が発表される前の時点で、あなたは「水害が発生するかもしれない」と思いましたか。

最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．特に何も思わなかった 

2．大雨がもっと降ると思ったが、災害発生までは考えなかった 

3．大雨から災害が発生することを想起したが、床下浸水程度だと思っていた 

4．大雨から災害が発生することを想起し、床上浸水もありうると考えた 

5．その他（                                     ） 

6．覚えていない・わからない 

 

問21．大雨特別警報が発表される前の時点で、あなたは下記の行動をしていましたか。既にしていた行動

について、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1．テレビ等をつけっ放しにして情報収集した 

2．家族・親せきに連絡をした  

3．友人・知人に連絡をした  

4．懐中電灯など非常時の物品を出した 

5．家具や大切なものを上階に上げた 

6．高齢者など要援護者を上階に上げた 

7．家が安全なので積極的に家に留まった  

8．外に避難するための準備をはじめた 

9．避難所に行った 

10．外出して雨の様子や田畑等を見に行った 

11．その他（              ） 

12．特になにもしていない 

 

  

（1）.あなたはどこにいましたか 

（１つに○） 

1．自宅 

2．近所の家 

3．実家・親せきの家 

4．勤務先・学校 

5．避難所・避難場所 

6．屋外（県内） 

7．移動中（徒歩・車など） 

8．県外など遠方への外出中 

9．その他（       ） 
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問22．「大雨特別警報」の情報を聞いて、あなたは「水害が発生するかもしれない」と思いましたか。 

最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．この情報自体を聞いても、特に何か変化はなかった 

2．大雨がもっと降ると思ったが、災害発生までは考えなかった 

3．大雨から災害が発生することを想起したが、床下浸水程度だと思っていた 

4．大雨から災害が発生することを想起し、床上浸水もありうると考えた 

5．その他（                                     ） 

6．この情報を聞いていない （→問28へ進んでください） 

7．覚えていない・わからない（→問28へ進んでください） 

 

問23．「大雨特別警報」を、あなたはいつ聞いたように記憶していますか。だいたいでよいので、一番最

初に聞いた時１つに○をつけてください。 

1．7月6日(金)夜（夕方以降、雨が再び強く降り出してきたころ） 

2．7月6日(金)深夜～7日(土)未明（河川氾濫のころ） 

3．それ以降 

4．覚えていない・わからない 

 

問24．「大雨特別警報」を、あなたはどこから入手しましたか。一番最初に聞いたと思われる情報源１つ

に○をつけてください。 

1．テレビ・ラジオ 

2．新聞 

3．行政職員（避難所職員・消防・警察・ 

自衛隊等） 

4．同居している家族 

5．別居している家族・親せき 

6．近所の人・友人・知人 

7．職場・仕事関係の人 

8．インターネット 

9．SNS（Twitter, facebook, LINEなど） 

10．その他（ ）

 

問25．あなたは「大雨特別警報」を聞いたことをきっかけに、何らかの行動を開始しましたか。（１つに○） 

1．はい(この情報をきっかけに行動開始した) 2．いいえ（この情報では何もせず） 

 

付問：（「1．はい」に○をつけた方のみ）具体的にどのような対応をしましたか。 

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1．テレビ等をつけっ放しにして情報収集した 

2．家族・親せきに連絡した  

3．友人・知人に連絡をした  

4．懐中電灯など非常時の物品を出した 

5．家具や大切なものを上階に上げた 

6．高齢者など要援護者を上階に上げた 

7．家が安全なので積極的に家に留まった  

8．外に避難するための準備をはじめた 

9．避難所に行った 

10．避難所に留まった 

11．外出して雨の様子や田畑等を見に行った 

12．その他（              ） 
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問26．あなたは大雨特別警報が発令されていると認識した時点で「避難」（家の上階へ行く垂直避難も含

む）をしていましたか。最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．「避難」としては特に行動していなかった 

2．安全な自宅などに積極的に留まっていた 

3．自宅の上階などに避難をした 

4．近隣の安全だと思われる建物（避難所以外）に避難をした 

5．避難所に避難した 

6．その他（                                     ） 

7．覚えていない・わからない 

 

問27．問26で「避難をした人」「避難をしなかった人」ともに、その理由を教えてください。以下のあて

はまるものすべてに○をつけてください。 

 1．雨が降っていたから 

 2．建物の安全性が不安だったから 

 3．建物に被害があったから 

 4．平屋だったから 

5．電気・ガス・水道などのライフラインが 

使えたから 

6．周囲や道路が冠水していたから 

7．家族に高齢者がいたから 

8．家族に乳幼児・子どもがいたから 

 9．家族に特別なケアを必要とする人が 

いたから 

10．ペットがいたから 

11．とにかく人のいるところに行きたかった 

から 

12．情報や物資が得られると思ったから 

13．行政の支援が得られると思ったから 

14．近所の人に言われたから 

15．家族・親せきに言われたから 

16．消防・警察などに言われたから 

17．防災行政無線などの情報を得たから 

18．雨がそれほどひどくなかったから 

19．そこにいる方が安全だと思ったから 

20．建物に被害がなかったから 

21．２階以上に上がればよいから 

22．電気・ガス・水道などのライフラインが 

使えなかったから 

23．周囲や道路が冠水していなかったから 

24．家族に特別なケアを必要とする人がいなか

ったから 

25．たいしたことがないと思ったから 

26．避難するのが面倒だったから 

27．避難する必要を感じなかったから 

28．避難したくてもできなかったから 

29．テレビ・ラジオなどの情報を得たから 

30．SNS（Twitter, Facebook等）で情報を 

得たから 

31．その他（ ）

32．特に理由がない 
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県内各地で、避難の情報である避難勧告が出された後、７月６日(金)夜～７日(土)未明 

にかけて、今度は「避難指示(緊急)」が発表され、河川が氾濫しました 

 

問28．避難指示(緊急)や河川氾濫前のこの時（7月6日(金)深夜）、あなたはどちらにおられましたか。 

（2）.雨の状況はどのような感じでしたか（１つに○）  

1．雨は降っていなかった 

2．それほど激しくなかった 

3．そこそこ強い雨だった 

4．非常に激しく降っていた 

5．尋常ではない雨だと思った 

6．雨の状況を見ていなかった 

7．わからない・覚えていない 

8．その他（ ） 

 

 

 

 

問29．避難指示（緊急）が発令される前の時点で、あなたは「水害が発生するかもしれない」と思いまし

たか。最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．特に何も思わなかった 

2．大雨がもっと降ると思ったが、災害発生までは考えなかった 

3．大雨から災害が発生することを想起したが、床下浸水程度だと思っていた 

4．大雨から災害が発生することを想起し、床上浸水もありうると考えた 

5．その他（                                     ） 

6．覚えていない・わからない 

 

問30．避難指示（緊急）が発令される前の時点で、あなたは下記の行動をしていましたか。既にしていた

行動について、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1．テレビ等をつけっ放しにして情報収集した 

2．家族・親せきに連絡をした  

3．友人・知人に連絡をした  

4．懐中電灯など非常時の物品を出した 

5．家具や大切なものを上階に上げた 

6．高齢者など要援護者を上階に上げた 

7．家が安全なので積極的に家に留まった  

8．外に避難するための準備をはじめた 

9．避難所に行った 

10．避難所に留まった 

11．外出して雨の様子や田畑等を見に行った 

12．その他（              ） 

13．特になにもしていない 

  

（1）.あなたはどこにいましたか 

（１つに○） 

1．自宅 

2．近所の家 

3．実家・親せきの家 

4．勤務先・学校 

5．避難所・避難場所 

6．屋外（県内） 

7．移動中（徒歩・車など） 

8．県外など遠方への外出中 

9．その他（       ） 
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問31．「避難指示(緊急)」の情報を聞いて、あなたは「水害が発生するかもしれない」と思いましたか。 

最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．この情報自体を聞いても、特に何か変化はなかった 

2．大雨がもっと降ると思ったが、災害発生までは考えなかった 

3．大雨から災害が発生することを想起したが、床下浸水程度だと思っていた 

4．大雨から災害が発生することを想起し、床上浸水もありうると考えた 

5．その他（                                     ） 

6．この情報を聞いていない （→問37へ進んでください） 

7．覚えていない・わからない（→問37へ進んでください） 

 

問32．「避難指示(緊急)」を、あなたはいつ聞いたように記憶していますか。だいたいでよいので、一番

最初に聞いた時１つに○をつけてください。 

1．7月6日(金)夜（夕方以降、雨が再び強く降り出してきたころ） 

2．7月6日(金)深夜～7日(土)未明（河川氾濫のころ） 

3．それ以降 

4．覚えていない・わからない 

 

問33．「避難指示(緊急)」を、あなたはどこから入手しましたか。一番最初に聞いたと思われる情報源 

１つに○をつけてください。 

1．テレビ・ラジオ 

2．新聞 

3．行政職員（避難所職員・消防・警察・ 

自衛隊等） 

4．同居している家族 

5．別居している家族・親せき 

6．近所の人・友人・知人 

7．職場・仕事関係の人 

8．インターネット 

9．SNS（Twitter, facebook, LINEなど） 

10．その他（ ）

 

問34．あなたは「避難指示(緊急)」を聞いたことをきっかけに、何らかの行動を開始しましたか。（１つに○） 

1．はい(この情報をきっかけに行動開始した) 2．いいえ（この情報では何もせず） 

 

付問：（「1．はい」に○をつけた方のみ）具体的にどのような対応をしましたか。 

あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1．テレビ等をつけっ放しにして情報収集した 

2．家族・親せきに連絡した  

3．友人・知人に連絡をした  

4．懐中電灯など非常時の物品を出した 

5．家具や大切なものを上階に上げた 

6．高齢者など要援護者を上階に上げた 

7．家が安全なので積極的に家に留まった  

8．外に避難するための準備をはじめた 

9．避難所に行った 

10．避難所に留まった 

11．外出して雨の様子や田畑等を見に行った 

12．その他（              ） 
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問35．あなたは避難指示(緊急)が発令されていると認識した時点で「避難」（家の上階へ行く垂直避難も

含む）をしていましたか。最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

1．「避難」としては特に行動していなかった 

2．安全な自宅などに積極的に留まっていた 

3．自宅の上階などに避難をした 

4．近隣の安全だと思われる建物（避難所以外）に避難をした 

5．避難所に避難した 

6．その他（                                     ） 

7．覚えていない・わからない 

 

問36．問35で「避難をした人」「避難をしなかった人」ともに、その理由を教えてください。以下のあて

はまるものすべてに○をつけてください。 

 1．雨が降っていたから 

 2．建物の安全性が不安だったから 

 3．建物に被害があったから 

 4．平屋だったから 

5．電気・ガス・水道などのライフラインが 

使えたから 

6．周囲や道路が冠水していたから 

7．家族に高齢者がいたから 

8．家族に乳幼児・子どもがいたから 

 9．家族に特別なケアを必要とする人が 

いたから 

10．ペットがいたから 

11．とにかく人のいるところに行きたかった 

から 

12．情報や物資が得られると思ったから 

13．行政の支援が得られると思ったから 

14．近所の人に言われたから 

15．家族・親せきに言われたから 

16．消防・警察などに言われたから 

17．防災行政無線などの情報を得たから 

18．雨がそれほどひどくなかったから 

19．そこにいる方が安全だと思ったから 

20．建物に被害がなかったから 

21．２階以上に上がればよいから 

22．電気・ガス・水道などのライフラインが 

使えなかったから 

23．周囲や道路が冠水していなかったから 

24．家族に特別なケアを必要とする人がいなか

ったから 

25．たいしたことがないと思ったから 

26．避難するのが面倒だったから 

27．避難する必要を感じなかったから 

28．避難したくてもできなかったから 

29．テレビ・ラジオなどの情報を得たから 

30．SNS（Twitter, Facebook等）で情報を 

得たから 

31．その他（ ）

32．特に理由がない 
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あなたの「避難」行動についてお尋ねします 

 

問37．水害の時、家以外の建物へ避難しましたか。また、避難した場合は誰かと一緒に避難しましたか。 

（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問38．水害の時、あなたを含むご家族は、家以外の建物へ避難しましたか。また、誰かの助けを借りて移

動した人はいますか。（１つに○） 

 

 

 

付問1：それはどのような方ですか。あてはまるものすべてに○をしてください。 

 

 

 

 

問39．水害の時、あなたは家以外の建物へ避難しましたか。また、避難した場合は、避難中または避難し

た場所でどのようなご苦労がありましたか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

  

1．他の人と一緒に避難した    2．１人で逃げた    3．避難していない 

付問１：（「1.他の人と一緒に逃げた」方のみ）あなたは誰と一緒に逃げましたか。あてはまる

方すべてに〇をつけてください。 

1．助けを借りて移動した人がいた 2．いなかった 3．誰も避難していない 

1．乳幼児 4．妊娠されている方 

2．高齢者 5．けがをした方 

3．体の不自由な方 6．その他（             ） 

1．あたりが水没し、途中で行く手をはばまれた 

2．避難した場所で取り残された  

3．命の危険があり救助を待っていた 

4．連絡手段がなかった  

5．必要な物を入手できなかった 

6．必要な情報を入手できなかった 

 

7．暑かった 

8．食欲がなかった 

9．眠れなかった 

10．朝昼晩の時間感覚がなかった 

11．強い恐怖を感じた 

12．その他（             ） 

13．避難していない 

1．自宅内の家族 

2．自宅外の家族や親せき 

3．近所の人 

4．通りがかりの人 

5．警察 

11．民生委員 

12．ホームヘルパー 

13．医療関係者 

14．保健福祉関係者 

15．その他（        ） 

6．消防 

7．消防団 

8．自主防災組織 

9．行政（役場の人など） 

10．町内会・婦人会 

付問２：（「1.他の人と一緒に逃げた」方のみ）あなたはなぜその人と一緒に逃げたのですか。

あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

1．逃げるように促されたから    4．その人を避難所に連れていく必要があったから 

2．一緒に逃げようと誘われたから  5．特に理由なく一緒に逃げることになった 

3．一緒に逃げようと誘ったから   6．その他（                ） 
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豪雨災害による被害・影響についてお尋ねします 

 

問40．今回の災害が原因で、あなたや同居されていた方の中で、ケガや病気をされた方はいらっしゃいま

すか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1．全員、ケガも病気もしなかった 

2．ケガや病気をしたが、入院はしなかった 

3．ケガや病気で、入院した 

4．行方不明になった人がいる 

5．亡くなった人がいる 

 

問41．災害後、役所から示された「自宅のり災証明書の判定内容」をお答えください。（１つに○） 

1．全壊 

2．大規模半壊 

3．半壊 

4．一部損壊 

5．被害なし 

6．役所から判定結果をもらっていない（→家屋に被害は a．あった  b．なかった） 

 

問42．あなたの自宅について浸水による被害はありましたか。（１つに○） 

1．床上浸水した 

2．床下浸水した 

3．被害はなかった 

 

問43．あなたのご自宅の家財（家具、電気器具、食器など）の被害はどれくらいでしたか。（１つに○） 

 

 

 

 

問44．あなたの住宅・家財等をすべて含んだ被害総額は、災害当時のあなたの世帯年収の、どの程度にあ

たると思われますか。感覚的に、最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

  

1．被害はなかった    3．半分被害を受けた    5．わからない 

2．軽い被害を受けた   4．全部被害を受けた 

1．被害はなかった     4．30%～50%未満      7．同じ程度～２倍 

2．10%未満         5．50%～70%未満      8．２倍～３倍 

3．10%～30%未満       6．70%～100%未満      9．３倍以上 

被害総額は災害当時の年収の… 
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問45．あなたは、最近１ヶ月の間（2018年11月1日～11月30日）に、つぎにあげた「こころやからだの状

態」を、どのくらい体験しましたか。 以下のそれぞれの質問を読み、あてはまる番号に○をつけ

てください。 

 

 

 

 

① 気持ちが落ち着かない １ ２ ３ ４ ５ 

② 寂しい気持ちになる １ ２ ３ ４ ５ 

③ 気分が沈む １ ２ ３ ４ ５ 

④ 次々とよくないことを考える １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 集中できない １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 何をするのもおっくうだ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 動悸（どうき）がする １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 息切れがする １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 頭痛、頭が重い １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 胸がしめつけられるような痛みがある １ ２ ３ ４ ５ 

⑪ めまいがする １ ２ ３ ４ ５ 

⑫ のどがかわく １ ２ ３ ４ ５ 

 

問46．あなたはこれからも現在お住まいの地域で、ずっと暮らしていきたいと思いますか、それとも引っ

越したいと思いますか。（１つに○） 

 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

以下のような「こころ」や「からだ」の状態が  

 

４ 

たびたび 

あった 

３ 

たまに 

あった 

２ 

まれに 

あった 

１ 

まったく 

ない 

５ 

いつも 

あった 

1．引っ越したい   2．引っ越さざる    3．ずっと暮らして    4．わからない 

を得ない       いきたい        ・決めていない 

 

付問：どこに引っ越す予定ですか。（１つに○） 

1．水害前に住んでいた地域 

2．水害前に住んでいた同じ市町村 

3．水害前に住んでいたところとは別の市町村 

4．水害前と別の都道府県 

5．引っ越し先をまだ決めていない 

付問：あてはまる理由全てに○をしてください 

1．国や地域の方針が定まっていないから 

2．土地や家が見つかっていないから 

3．安定した仕事を確保できていないから 

4．住宅再建の資金が足りないから 

5．今後を考える精神的余裕がないから 

6．その他（               ） 
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問47．水害発生後から現在までのお住まいについて教えてください。以下の①～⑨の時期、あなたはどこ

に一番長く仮住まい（「自宅」だと思う以外のところで寝泊まり）をしていましたか。 

①～⑨のそれぞれの時期において、1～11の中で最もあてはまるもの１つに○をつけてください。 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 
 

           

①水害当日は 
(7月6～7日) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 
親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 
テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 

仮設 

11 
その他 

②水害後･ 
２～４日は 
(7月10日頃) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 

親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 

テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 
仮設 

11 
その他 

③水害後･ 
１週間は 
(7月14日頃) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 
親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 
テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 

仮設 

11 
その他 

④水害後･ 
２週間は 
(7月下旬) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 

親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 

テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 
仮設 

11 
その他 

⑤水害後･ 
１ヶ月は 
(8月上旬) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 
親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 
テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 

仮設 

11 
その他 

⑥水害後･ 
２ヶ月は 
(9月上旬) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 

親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 

テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 
仮設 

11 
その他 

⑦水害後･ 
３か月は 
(10月上旬) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 
親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 
テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 

仮設 

11 
その他 

⑧水害後･ 
４か月は 
(11月上旬) 

1 
仮住まい 
していない 

2 
親子 

親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 

テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 
仮設 

11 
その他 

⑨現在 
1 

仮住まい 
していない 

2 
親子 
親せき 

3 
友人 
近所 

4 
避難所 

5 
屋外 
テント 

6 
病院 
福祉 

7 
職場 
会社 

8 
ホテル 

アパート 

9 
みなし 
仮設 

10 
プレハブ 

仮設 

11 
その他 

 

 

 

  

（Ａ） 

この時期 

仮住まい 

をしてい

ない 

友
人
・近
所
の
家  ３ ４ ５ ６ 

病
院
・福
祉
施
設 （Ｂ）仮住まい先 

建
設
型
の
仮
設
住
宅 ８ ９ 10 11 

自
分
で
借
り
た ホ

テ
ル
・ア
パ
ー
ト
等  

そ
の
他 み

な
し
仮
設
住
宅  ７ 

職
場
・会
社
が 用

意
し
た
施
設  

親

･

子
ど
も
・

 親
せ
き
の
家  ２ 

避
難
場
所
や 避

難
所
等 屋

外

・テ
ン
ト
・

 車
の
中
等 
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豪雨災害からの復旧・復興や備えについてお尋ねします 

 

問48．今回の経験をふまえて、もし次に災害が起こったとして、あなたが精神面で頼りにできるのは以下

の人・組織のどれですか。頼りになるものにすべて○をつけてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問：上記の中で精神面において一番頼りになる人・組織はどれですか。 

     最もあてはまる番号を１つ書いてください。 

 

 

問49．今回の経験をふまえて、もし次に災害が起こったとして、あなたが物質面で頼りにできるのは以下

の人・組織のどれですか。頼りになるものにすべて○をつけてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問：上記の中で物質面において一番頼りになる人・組織はどれですか。 

     最もあてはまる番号を１つ書いてください。 

 

 

  

 

１．あなたが住んで 

  いる市町村の役所 

２．県 

３．国の行政機関 

４．保険会社 

５．建設会社 

６．会社・職場 

７．農協・漁協 

８．同業者組合 

９．学識者 

10．マスコミ 

11．医療機関 

12．自衛隊 

13．警察 

14．消防 

15．地域の消防団 

16．自治会・町内会 

17．宗教関係の団体 

18．政治関係の団体 

19．ライフライン事業者 

（ ） 

20．ＪＲ・鉄道事業者 

21．バス事業者 

22．両親 

23．子ども 

24．きょうだい 

25．親せき 

26．配偶者 

27．友人 

28．近所の人 

29．ボランティア 

30．この中にはいない 

 

 

１．あなたが住んで 

  いる市町村の役所 

２．県 

３．国の行政機関 

４．保険会社 

５．建設会社 

６．会社・職場 

７．農協・漁協 

 

８．同業者組合 

９．学識者 

10．マスコミ 

11．医療機関 

12．自衛隊 

13．警察 

14．消防 

15．地域の消防団 

 

16．自治会・町内会 

17．宗教関係の団体 

18．政治関係の団体 

19．ライフライン事業者 

（ ） 

20．ＪＲ・鉄道事業者 

21．バス事業者 

22．両親 

23．子ども 

24．きょうだい 

25．親せき 

26．配偶者 

27．友人 

28．近所の人 

29．ボランティア 

30．この中にはいない 

 

 

物質面で頼りになるのは… 

精神面で頼りになるのは… 
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問50．今回の経験をふまえて、もし次に災害が起こったとして、あなたが情報面で頼りにできるのは以下

の人・組織のどれですか。頼りになるものにすべて○をつけてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問：上記の中で情報面において一番頼りになる人・組織はどれですか。 

     最もあてはまる番号を１つ書いてください。 

 

問51．あなたの気持ちや行動が、災害発生後、時間とともにどのように変化してきたのか、ふり返ってみ

てください。Ａ～Ｌのそれぞれについて、カレンダーの１～11の番号に○をつけてください。 

カレンダーＡ～Ｆ：災害発生当日～現在  

 Ａ 

被害の全体像

がつかめた 

Ｂ 

もう安全だと

思った 

Ｃ 

不自由な暮ら

しが当分続く

と覚悟した 

Ｄ 

仕事がもとに

戻った 

Ｅ 

地域の学校が

もとに戻った 

Ｆ 

すまいの問題

が最終的に 

解決した 

水害当日 

（7/6～7） 
 1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日 

水害後２～４日 

（7/10頃） 
 2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日 

水害後１週間 

（7/14頃） 
 3．１週間  3．１週間  3．１週間  3．１週間  3．１週間  3．１週間 

水害後２週間 

（7月下旬） 
 4．２週間  4．２週間  4．２週間  4．２週間  4．２週間  4．２週間 

水害後１か月 

（8月上旬） 
 5．１か月  5．１か月  5．１か月  5．１か月  5．１か月  5．１か月 

水害後２か月 

（9月上旬） 
 6．２か月  6．２か月  6．２か月  6．２か月  6．２か月  6．２か月 

水害後３か月 

（10月上旬） 
 7．３か月  7．３か月  7．３か月  7．３か月  7．３か月  7．３か月 

水害後４ヶ月 

（11月上旬） 
 8．４か月  8．４か月  8．４か月  8．４か月  8．４か月  8．４か月 

現在 9．現在 9．現在 9．現在 9．現在 9．現在 9．現在 

現在も戻ってい

ない／そうなっ

ていない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

覚えていない／ 

わからない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

 

１．あなたが住んで 

  いる市町村の役所 

２．県 

３．国の行政機関 

４．保険会社 

５．建設会社 

６．会社・職場 

７．農協・漁協 

８．同業者組合 

９．学識者 

10．マスコミ 

11．医療機関 

12．自衛隊 

13．警察 

14．消防 

15．地域の消防団 

 

16．自治会・町内会 

17．宗教関係の団体 

18．政治関係の団体 

19．ライフライン事業者 

（ ） 

20．ＪＲ・鉄道事業者 

21．バス事業者 

22．両親 

23．子ども 

24．きょうだい 

25．親せき 

26．配偶者 

27．友人 

28．近所の人 

29．ボランティア 

30．この中にはいない 

情報面で頼りになるのは… 
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つづき Ｇ～Ｌ：災害発生当日～現在  

 

 Ｇ 

家計への 

水害の影響が

なくなった 

Ｈ 

毎日の生活が

落ち着いた 

Ｉ 

地域の活動が

もとに戻った 

Ｊ 

地域の道路が

もとに戻った 

Ｋ 

自分が被災者

だと意識しな

くなった 

Ｌ 

地域経済が 

水害の影響を

脱した 

水害当日 

（7/6～7） 
 1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日  1．水害当日 

水害後２～４日 

（7/10頃） 
 2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日  2．水害2～4日 

水害後１週間 

（7/14頃） 
 3．１週間  3．１週間  3．１週間  3．１週間  3．１週間  3．１週間 

水害後２週間 

（7月下旬） 
 4．２週間  4．２週間  4．２週間  4．２週間  4．２週間  4．２週間 

水害後１か月 

（8月上旬） 
 5．１か月  5．１か月  5．１か月  5．１か月  5．１か月  5．１か月 

水害後２か月 

（9月上旬） 
 6．２か月  6．２か月  6．２か月  6．２か月  6．２か月  6．２か月 

水害後３か月 

（10月上旬） 
 7．３か月  7．３か月  7．３か月  7．３か月  7．３か月  7．３か月 

水害後４ヶ月 

（11月上旬） 
 8．４か月  8．４か月  8．４か月  8．４か月  8．４か月  8．４か月 

現在 9．現在 9．現在 9．現在 9．現在 9．現在 9．現在 

現在も戻ってい

ない／そうなっ

ていない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

10．戻って 

いない 

覚えていない／

わからない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

11．覚えて 

いない 

 

問52．今回の災害や今後の災害対策に関して、岡山県に対するご意見・ご要望などがございましたら、ご

自由にご記入ください。 

 

 

 

 

質問は、以上で終了です。 

アンケート調査へのご協力、ありがとうございました。 

 

 


